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　　　　　　　　初期 ソ ビエ トの 保育に 関する歴史的研究 （6 ）
『 第3回全 ゜ シア 就学轍 育 蹴 会 （1926年）1・おけるrtte的仁 シア チブ亅と農村ww ＿

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　村知　稔三 （長崎大学 ）
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　保 育構 想 に 関 し て 注 目す べ き は 、国 家 ・．地 方 予 算 の 保 育関

運 支 出 の 減 少 を 埋 め る べ く期待 され た 仕 会的 イ ニ シ ア チ ブ の

範 囲 が しだ い に 拡 大 して き て い る 点 で あ る，，す で に そ av は、
D 第 3回 大 会 で 同 問 題 を 論 じた ヴ ィ レ ー一

ン ス カ ヤ 報 告 の テ
ー

ゼ で 「労組 ・協 同 組 合 ・
街 区 団 体 ・農 村 住 宅 協 同 組 合 」と
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  、2）そ の 議 事 録 で 「党 ・ソ ビ ユ ト機 関、農 業 コ ミ v ．一ン
．、

農 業委 員会一1と 条件 っ きの 住 民 グル
ー

プ が 追舶 さ れ た
／14）。

　  に あ る よ う に ．第 ユ報 告 は こ の 点 で さ ら に
一

歩 を 踏 み 出

し た。議 事 録 か ら 敷 延 し よ う．、「就 学 前部の 立 場 は 、住 民 グ

tV ・一ブ の イ ニ シ ア チ ブ な ど全 て の 可 能 性 を 利 用 す る こ とで あ

る 。 わ が 子 の 保 育 を望 む 親 な ら、た と え 彼 ら が 商人 の 私 的 グ

ル ープ で も援 助 し、施 設 増 に 結 び つ け る べ き だ と 考 え る。県

国 民 教 育部 ガ 彼 ら に 施 設 開設 権 を認 め な い の は 闕 題 だ 、中聞

層 の 子 ど
．
もの 獲 得 が わ れ われ の 課 題 な の だか ら、そ の 幼 稚 園

を 否 定せ ず 、国 民教 育 部 の 監 屠
．
トに お くべ きだ 」（川 ．76 −77）．

　 た だ L．、こ う して 慎 重 に 拡 大 さ れ つ つ あ った 仕 会的 イ．・r・シ
ア チ ブ に 、住 民 個 人 は 依 然 と し て 含 ま れ な か っ た、，M ．E ．マ

フ リ
ー一

ナ な ど レ ニ ン グ ラ
ー一

ド派
〔151

が そ うす る よ う 求 め た も

の の （π．ILO〕、ヴ ィ レ
ー

ン ス カ ヤ は 結 語 で 「親 び）グル
ー

プ は よ

い が 、個 人 に は 認 め ら れ な い 」（n．1刪 と 明 確 に 否 定 し た。モ

ス ク ワ 派 の 個 人
・私 人 i 対 す る．不 信 が め だつ （も うひ と っ の 車

要論 点で あ る 有 料制 に つ い て 本稿 で は 論及 で きな い ）。

【4 ｝ 農 村 の 保．育 活 動  

　 都 市 の 革命 と．し て 始 ま り、直後 の 土 地 に 関 す る 布 告 で 農 民

か．ら一
定 の 支持 を 得 た の ち 、内 戦 期 の 穀 物 調 達 政 策 と 飢 蝕 の

た め 多く の 農 材 で 反 政 府 の 気運 が 強
．
ま っ た こ と に 、新 政権 と

党 は 危機 感 を 抱 い た。24 年5月 の tJIII冂 党 大 会 は 農 村 政 策 の

転換 点 とな り 、
一
わ れ わ れ は 農 村 をほ と ん ど 知 ら な い 」と い う

ジ ノ ヴ ィ エ 7 発 言 か ら始 ま り 、「

農 村 に 顔 を 向 け よ．1と い う ス

ロ ーガ ン に 示 され る 農 村 重 視 の 政策 が と られ た
“ 7）

t．
　 こ の 転 換 を受 け 、第 3同 大 会 で 農 村 問題 に つ い て ク ル

ー
プ

ス カ ヤ の 主 報 告
“ s；

と JL 瓜 ア ザ レ
ー

ヴ ィ ッ チ （国 民 教 育 第 1宍

験 ス テ ー
シ ョン ・カ ル

ーガ 支 部 幼稚 園 の 責任 者 ）な ど の 副 報 告 が な

きれ た。そ の 重 点 は 、農 作 業 援 助 の た め 農 繁期 に 屋 外 タ．イ ブ

の 広 場 （前 述 ）を設 置 す る こ とだ っ た。第2報 告 に よれ ば 蝋 55−
58；n．a．5S6−612）．25年 夏 、5万 1000 ル ーブ ル の 予 算 に よ り 1500

の 農 村 で 広 場 が 開 設 され 、7万 入 の 幼 児 を受 けい れ た p

　 同 報 告 と
．
第 1報 告 に み られ る26年 夏 の 方 針 は つ ぎ の とお り。

D 昨 夏 の 規 模 を 拡 大 し 、200 万 人 の 幼．児を 受 け い れ 、就 園 率

を 16〜20％ に す る、2）
一

口 12時 同 ま で 在 園 で き、必 要 な場 合

は 寄 宿 グ ル
ープ を もっ 長 時 問制 の 広 揚 を設 ける、3）こ う した

広 場 を 残 りの 季節 も開 き、常設 施 設 に 改 組 す る、4）保健 人 民

委 員 部 〔厚 生省 〕 母 子 保 護 部 と 協 力 して 保 育所 こ同 部管 轄 の 3歳

乗 満 児 の 長 時 MH施 設 〕 と 広 場 の 複合 施 設 を 設 け、3歳 未 満 児 を

受 け い れ る、5）中農 層 の 子 どもの 入 園 と家庭 養育 の 媛助 に 留

意 す る 、6）保 育者 不 足 を補 うた め コ ム ソ モ ール 洪 産 主 義 青

aghl］盟 〕 ・デ レ ガ
ー

トカ 〔女性 代 表者 〕
・農 婦 ・学 生 c19＞・

儂 村 f｝i

宅 〕 協 同 組 合
・
農 村 読 書 室 な ど

｛ZO）
の 協 力 を得 る c

　以 上 の 楽天 的 方 針 と異 な り、討 論 で は 、都 市 か ら農 村への

働 きか け （シ ＝フ ス ト ヴォ ）が 幾 多 の 困難 に 直面 して い た こ と が

わ か る 。「子 ど もを 広 揚 に あず け る こ と に 反 ．対 し た 夫 が 妻 を

殺 害 した 亅1
「
中 央 か らの 保 育 者 は 自発 的 に 来 て い な い の で 〔や

る 気 が な く 〕 、地 方 独 自の 保 育 者 養 成 が 必 要 だ。「モ ス ク ヲ は

1保 育 活 動 の 〕 方 向 を な ん ら示 さず 、地 方 の 状 況 を 忘れ て い

る。そ こ で 検 討 され た 方 法 で 当 地 の 実 践 は 無 理 だ ，「母 子 保 護

部 が 資金 を 多 く も っ て い る の で 、保 育所 と結 び つ い て こ そ 広

場 を 開設 で き る．「冬期 の 登 園 は 大 変 で、年 長 児 しか 通 園 で き

な い 1「農 民 の 注 日 を集 め る た め 広 紡 を農 村 の 中 心部 に 設 け る

ぺ き だ が 、そ の 環境 は 概 し て 健康 に よ く な い （川 ．6Ltu−675〕，
（5．保 育者 養 成 の 問題 ，6．保 育実 践上 の 問題 は 略 ）

【お わ りに 】

　   第 3回 協議 会 の 保 育構 想 は 第 3回 大 会 の それ を 基 本 的 に 引

き継 い で い た、 しか し詳 し く み る と、社幺 的 イ ニ シ ア チ ブ の

範 囲 は しだ い に拡 大 さ れ っ つ あ っ た。種 々 の 社会 団 体 の 力 の

拡 大 や 私 立 施設 の 増 大 な ど、ネ ソ ブ
．
「で 進 展 し て い た 事 態 の

影 響 が うか が え る。
　   24年春 以 降 の 農 村 重視 策 は 保 育界 に も

一一
定 程 度 ま で 反 映

され た。同時 に 、ン ェ フ ス トヴォ の
一

環 で あ る、夏期 を 中心

と し た 農村 の 保 育活 動 は 多 く の 障 害 に ぶ つ か っ た。しか しそ

れ は 、29年 以降 の
一
文 化革 命 方式 」と異 な り、宣 伝 と啓 蒙 な ど

を通 し て 農 民 の 保 育 ニ
ー一ズ の 喚起 を め ざ し て い た．。

　【注 】 （紙 幅 の 関 係 で 副 題 广 略 1

  た と え ば モ ス ク ワ で は 、正8年 の ⊥16園、園 児 6945 名 が 3年

後 に・le3園 ．2 万2396 名 と約 4倍 に な っ た QP，カ ン ト ロ ーヴ ィ ッ チ 、
B．ガ レ リ ッ ツ

「
保育 活 動 の 廴o年 」 『教 育 通 報 』 1927 年 ll号 、38頁 〕tt

  厂．A ．メ ドヴ ェ
ージ ェ ヴァ 『ロ シ ア 連 邦 に お け る社 会 的 保

育の 生成 と発 展、19廴7〜】91］2年 』 （博 士 候 捕 論 文 ，1992 年 ）な どu
  『第 3回 全 ロ シ ア 就 学 前教 育 協議 会 代 議 員 必 携 』 任 ス ク ワ 、
192S 年 c 以 下、「A」と し ．引用 頁 数 を付 す 〉濡 第3回 全 ロ シ ア 就 学

前 教 育 協 議会 報 告 の 決 議 集 』 〔同 、同 ）．
  Φ ，A ．1575，。n．10，n，79，以下 、リ ス ト数 （n ，）だ け を示 すtt

　  塩 川 伸 明 『ソ ビ ュ．
．
卜社 会 政 策 史研 究 』 〔東 大 出 版 会、1gg1

年｝51頁、
  W．Z．　Goldlman，　ifomen，

．
　tfie　Sta 　t／e 　fmd 　fievo／ution （Cam −

brj　dge，　1　9．　93｝，　p1）．112，298．
  1．ErAnfi双 〔ザ ン ク ト ・ベ テ ・レブル ク 由 央 9 立歴 su ・政 冶 資 料文

書館∴ Φ．24．  1コ，8，E．24，n ，24e5．；n．21，．門．47、
  A．　Ba　U ，　And 跏 解 抑 5

．
btノ．11s 　fJardenerV（Berk コey ，　Los　An−

gele ＄，　Lendon ，1994 ），p．276．
  11．且 ．ル イ ン ジ ユ

ー
ン ．ス キ

ー
ほ か 『児 童 法、Jl第 3版 （モ ス

ク ワ 、1鴨 2年 ＞215〜216頁 な ど．
  「AP Φ ，Φ ．A・．1575，00 ．10，［，489，n，213．1
  ほ か 1＿就 学準 備 学 級 〔ゼ ロ 学級 〕 の 就 園 率 は 全 国 平 均 で

0．1％ 、都 市部 で 0、2％ 、農 村 耶 で 0．1％ で あ る tt と く に ヴャ
ー一

トカ の 都 市部 の そ れ は 3．6％ と 高 い 。
  『プ ラ ウダ 』 1926 午 3月 16 日、3頁。
  『第3回 全 ロ シ ア 就 学 前 教育 大 会 代議 旦必 携』（モ ス ク ワ 、

1924年 ）13〜14頁。
  ヴ ィ レ ー

ン ス カ ヤ ほ か 監 修 『第 3回全 7 シ ア 就 学 前 教育 大

会 」 （貿 、IY25 年 ｝57〜58頁 ．報 告 テ
ー

ゼ に な か っ た 「自 ら の 費

用 で 〔保 育施 設 を ．荊設 す る 権利 ）」と い う言妻 が 決 議 に 加 え られ た
。

  拙 稿 二保 育 の 祉 全性 と無 償 性 に 関 す る
一一

摩 史 的 考 察 1佐 々

木享編 『技 術 教 育 ・職 業 教 育 の 諸 相 』 （大 空 社 、1996 年 ｝394〜
395頁 を参 照。
  資 本 主 義 化 とくに 工 業化 の 進 行 が 保 育 問 題 発 生 の 重 要 な

背 景 とす れ ば 、農 村 で 保 育 が 問題 に な る の は
一

般 的 に 都 市 よ

り遅 れ る。資本 主 義 の 進 展 か 未 熟 で、広 大 な農 村 を 抱 え る ソ

ビ エ ト初 期 の 場 合 、保 育 問 題 と農 村 との 関連 の 考 察 は 、都 市 ・’

と の 開係 の 分 析 に 増 して 難 し い （「 ロ シ ア 共 和 国 ヴャ
ー

トカ 県 に

お け る 保 育 の 歴 史 （続 ｝∫日本 乳幼 児 教育 学会 第8同 大会、贈 ％ 年 の 発 表

資 料、7g〜82 頁を参 照。／k定稿 を あ げ る の は 慣 例 に 反 す る〉。
  渓 内謙 『ソ 9

’
イ　＝ ：．卜政 治 史．〕新 版 謄 波 書 店．1989 年 ）231 〜

24．1．貞 。
  五 十嵐 顕 他 訳 『クル プ ス カ ヤ 選 集 』弟 3巻 棚 ‘ゴ図 書 、1969

年 ）工36〜141 頁 な ど に 邦 AfL　．．
  24 、27 年 に モ ス ク ヲ と レ ニ ン グ ラ

ードか ら ヴャ
ー

トカ 県

に 派遣 され た 学 生 の 報 告 書 が発 表 資 料・前掲 、92〜99頁 ｝．あ る。
  青 年 男 性 に 保 育への 関 心 が 生 ま れ て い る の で 、そ の 参 加

を 得 て 保 育 者 の 幅 を 広 げ る 」と ヴィ レ
ー

ン ス カ ヤ は い う。し

か し こ の 点 に つ い て 具 体的 な 根 拠 を示 して い な い ．
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